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の成熟促進効果は PT 及び tyrphostin の添加により消



















Legionella pneumophila JCM７５７１株および Salmonella
































と，S 群の一日の平均走行量は C 群の約５～８倍を示し






































１０％FCS 添加 DMEM を培地として用いた。
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と著明に上昇し，血清免疫電気泳動で抗 IgG-κ型 M 蛋
白を検出した。
神経伝導検査で感覚神経優位の脱髄所見を認めた。骨髄
穿刺はMGUS（monoclonal gammopathies of undetermined
significance）を示唆した。慢性炎症性脱髄性多発ニューロ
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ITP の病因に関与が報告されている Hp の検索を行った
ところ尿素呼気試験にて陽性であったため，平成１４年１
月amoxicillin（AMPC），clarithromycin（CAM），
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２２．慢性閉塞性疾患による異なる TI の FAIR 法と造影
剤を用いた perfusion image との比較






perfusion image と FAIR 法とを比較した。
【対象と方法】慢性内頸動脈閉塞９名，もやもや病２名
について FAIR 法と first pass 法による画像を測定した。
FAIR 法は multi-slice で行 い，TI＝８００ms と TI＝１６００




【結果】FAIR の TI＝８００と１６００ms の画像には相関が
見られたが，TI＝８００ms では病変部の血流が過小評価
された。FAIR は MTT と最も相関が高く，次に TTP
と有意な相関が見られた。逆に rCBV との相関は見ら
れなかった。
【考察】慢性閉塞性疾患では TI＝１６００ms 程度が血流評
価に適切であった。また，FAIR 法は流速や行路長とを
複合した情報を持った画像であると推察された。
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